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アジェンダ • 背景
• 製品コンセプト
• デモンストレーション
• 試用された方の声
• 今後のプラン
• フリーアクセスのご案内
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年々イノベーションのペースが加速し競争が激しくなる中、化学分野の研究者はマーケットニーズに瞬時に対応すべく、
研究のヒントを早く得るために誰かに依存せず自分自身で効率的に技術情報を調査する必要性に迫られているのでは
ないでしょうか。

クラリベイトでは、そのような化学研究者の成功を後押しするため、化学の専門家と共同で新しいツールを開発しました。
当社の信頼された特許・学術文献コンテンツ、培ってきた知財情報ノウハウ、最先端のAIテクノロジーを組み合わせた新
しい洞察指向の情報検索ツールClarivate Chemistry Researchは、化学研究者が研究開発に必要な情報をより
素早くより正確に得られるようサポートします。

本日のウェビナーの背景
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More pressures, fewer resources
知財の専門家や研究者は、マーケットの新しい要望またはプレッシャーなど市場環境の急激な変化に直面しています。

36%

イノベーションのサイクルを
加速したい、という要望に
直面したことがある、
知財・研究開発の専門家
の割合

30%

R&D投資のうち、効率が
良くない、
従来特許の再開発に使わ
れている割合

45%

開発が最低1か月以上遅
延する
製品の割合
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イノベーションをより早く

調査時間を減らし研究時間
を増やす

競合状況を理解する

自信を持ってホワイトス
ペースを特定する

化学の新技術を素早く正確に評価する

知見・発見を同僚と直ぐに共有する

化学研究者のコアチャレンジ
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調査・情報収集におけるコアチャレンジ例（ポリマー関連技術の研究開発に携わる方）

ポリマーに関する特許・学術文献を調べるとき
ノイズが多くて、欲しい情報に辿りつくのに時間がかかる。

検索システムにはあまり詳しくないので、
細かい検索式は組めない。
知財の方にお願いすれば調査してもらえるが、情報収
集は自分たちで手軽にやりたい。

中国などの海外特許を検索できるシステムはあるが、たく
さんヒットすると、スクリーニング・評価に時間がかかる。

検索したキーワードに関連する特許・論文が出てくるだ
けでは、自分が気づいていない周辺技術や用途を見
落とすかもしれない。システムから気づきを得たい。

課題の整理
• 検索式の作成に時間が掛かる。
• 検索式の作成が難しい。キーワードを網羅できない。
• ポリマーに関してはデータベースの仕組み上網羅的な検索が難しい。

• ヒット件数が多い。
• 結果の評価に時間がかかる。
• どれが自分の求めている情報なのか？把握困難。

直ぐに検索したい！ 短時間で把握したい！



• 長年信頼されている特許文献コンテンツ（Derwent World Patents Index）
• 最も信頼されている学術文献データ（Web of Science)
• 弊社が培ってきた知財情報ノウハウ

Clarivate Chemistry Researchは、重要な化学のイノベーションに関する疑問に対してより早くより正確な答えを提供し、化
学研究者をサポートします。キーワード入力の自動化、検索結果のインテリジェントな優先順位付け、下記の弊社コンテンツ・リ
ソースとAI機能等によりそれを実現します。

Clarivate Chemistry Researchはどのように化学研究者をサポートするか
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ユーザー
検索テーマ
ABC
を入力

関連度の高い文献を提示

A

B

C

A

B

C

キーワード抽出

キーワード展開
複数形、異表記、語尾変
化、ポリマー異表記を考慮

A

B

C

ポリマー展開
当社独自のポリマーコード
（特許）で展開

AIによるキーワード
自動展開

サーチ

キーワードランキング

組織ランキング

人ランキング

検索結果

検索改善：キーワードの重み付けを
簡単に微調整して改めてサーチし最適
な結果へ

キーワードの検討に時
間を掛けなくて済む

キーワードマップ

特定文献の類似文献探索

重要文献の学習

分かり易いクラリベイト独自タイトル・抄録

沢山ヒットした文献を
効率よく参照、分析

AI

AI

検索時

ポリマーフィルタ

検索精度の向上へ

文献が
沢山ヒット

ご利用の流れ



複数形、異表記、語尾変化、ポリマーコードを考慮して、類似する概念を広く検索します。

参考：キーワードの展開の仕組み
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Tires made of 
SAN

Tires

SAN

Tires, Tire, Tyre, Tyres

SAN
Styrene acrylonitrile
Styrene acrylonitrile copolymer
Polystyrene acrylonitrile

SAN (Styrene acrylonitrile)
関連のポリマーコード

Tires関連のポリマーコード
入力キーワード、文章

例：スチレンアクリロ
ニトリルでできたタイヤ

観点を抽出 複数形、異表記、語尾変化を考慮 特許についてはポリマーコードを考慮

Patent Literature Patent

Search Search

 ポリマーコード：ポリマー分野の特許を
効率的・網羅的に検索するためのクラリ
ベイト独自索引。
ポリマー関連の様々な観点に対応。

 ポリマーコードの主な観点
モノマー（原料）
ポリマーの種類
添加剤
触媒
変性剤
形状

化学プロセス
物理操作
性質
用途
装置



Clarivate Chemistry Research
デモンストレーション
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専門分野：ポリイミド
テーマ：物質と特性：Polyimide heat resistant mechanical electrical

（ポリイミド 耐熱性 機械特性 電気特性）

操作の流れ：
検索
検索条件の調整
近年の特許に絞り込む
トッププレーヤーの用途を確認し、その技術的特徴を把握する。
関心のある特許を学習させて次回の検索に活かす。念のため関連特許も見ておく。
特許出願されてない関連技術があるか？学術文献を確認しておく。

デモンストレーション：化学研究者の立場で近年のプレーヤーとその得意技術の特徴を知りたい
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検索式の作成が難しく、検索式の作成に時間が掛かる。キーワードを網羅できない。ポリマーに関しては網羅的な検
索が難しい。

といった検索時の課題は解決できます。

 ヒット件数が多く、結果の評価に時間がかかる。どれが自分の求めている情報なのか把握が困難。
といった検索後の課題も解決できます。

 Clarivate Chemistry Researchを使うことで、研究者が必要な特許情報・学術文献情報を気軽に調べることで
きるようになります。これにより従来の調査時間を減らし、より多くの時間を研究に集中させ、イノベーションのサイクルを
加速させることが期待できます。

まとめ
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AI 技術で、素早く結果を改善

ご利用メリット

イノベーションのスピードを高める

より直感的に、解を見つける

結果を素早く、より簡単に
レビューできる

特許性を、より素早く
判断できる

より正確な情報を得て、
R&D投資への自信を深める

※本製品は継続して開発を行っており、現在ご利用中の画面とは異なる可能性があります。

グラフ等によるインサイト

特許・学術文献が一画面で見られる
自然な言葉で検索できる
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Clarivate Chemistry Research 製品概要



Clarivate Chemistry Research 機能の特長

 シンプルな検索
検索ボックスにキーワード、または記事を
貼り付けると、キーワードが自動的に抽出
され、検索できます。

クラリベイト独自のコンテンツ(*3)と、
AI技術の組合せにより、検索式に関する
知識がなくても、誰でも検索ができます。

 関連キーワードをおすすめ表示

検索結果に関連する、
他のキーワードを推奨順に表示し、
マウスクリックで、検索キーワードへ
追加できます。

キーワードの特定や、入力の手間を
省いて、効率良く検索ができます。

 特許、学術文献を交互に検索
クラリベイトのグローバル特許コンテンツ
(*1)と、学術文献コンテンツ(*2)を、一つ
の検索キーワードで、行き来しつつ検索
ができます。

これまでより網羅的、包括的に
情報収集ができます。

 キーワードの繋がりを可視化

キーワードをマップ表示し、
それぞれの円、または繋がりから、
結果の絞り込みができます。

新しいキーワードを見つけることが
でき、研究開発の、新たな
知見を得るサポートをします。

*1) Derwent World Patents IndexTM

(DWPI)
*2) Web of Science Core CollectionTM *3) Polymer Indexing Code 等
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Clarivate Chemistry Research の利用場面

• 実験のための情報収集
– 自分の研究は新しいか？
– 競合はどんな研究をしているか？
– 実験に必要な正確な技術情報を得たい。

• ビジネスのための情報収集
– 研究の方向性・展開を検討したい、研究のアイデアを得たい。
– 研究を活かせる市場ニーズを知りたい。
– 市場ニーズに対して競合の戦略を知りたい。
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この新しいツールは、明確でユーザーフレンドリーなイン
ターフェースをClarivateの強力な特許データ、科学文
献、AI対応の検索と組み合わせることで、時間を節約
するのに役立ちます。 これにより、関連する結果をすば
やく簡単に見つけることができます。

MATHIEU BERTIN, PH.D.
SENIOR DATA SCIENTIST
SOLVAY

これは、正確で関連性のある検索結果を取得するための
簡単で簡単なツールです。

KENNETH BLACK SCOBBIE
R&T MANAGER - COMPOSITES AND TOOLING
HUNTSMAN CHEMICAL

公開日でレコードを一覧表示すると、必要な情報が一番
下に表示されて見つからない場合があります。 このツール
は、上位5〜10のレコードを調べるだけで関連する結果を
見つけるのに役立ち、時間を節約できます。 操作画面が
シンプルになり、マニュアルなしで使用できました。

BENCH CHEMIST 
LARGE JAPANESE CHEMICAL COMPANY

要約は非常に単純な用語で書かれているため、このツー
ルは発明を簡単に理解する機能を提供します。

MUKESH KATHELAWAR
ADITYA BIRLA GROUP 

開発にご協力頂いた化学の専門家のコメント
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 化学構造式検索

 出願人、発明者名の
検索

 配列検索

 マーカッシュ検索

 継続的な機械学習と、
ユーザーからの
フィードバックの反映

 グラフ機能の向上

 クラスタマップの向上

 スマートフィルタ

 おすすめキーワードの
ハイライト

 案件の保存

 エクスポート

 アラート

今後の開発計画

※上記は現時点の予定になります。今後変更の可能性があります。 15

検索の強化 可視化の強化 ワークフロー ＆ 共有

AIなど新しい技術を使い、マーケットの事情を考慮、皆さんのフィードバックを参考にして決定します。



アーリーアクセスプログラム（フリーアクセス）のご案内

• 2021年9月末までの最大3か月間、Clarivate Chemistry Research を、無償でご利用いただけます。
ID数の制限はありません。(*)多くの皆様の研究開発に是非ご活用下さい。

• ご利用の期間中や期間後に、ご意見やご感想などのフィードバックを頂きます。引き続き機能追加を予定しており、皆さま
の声を製品に反映して参ります。

• ご利用を希望の方はウェビナー後のアンケートにご回答ください。

* 今後変更の可能性があります。
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ご参考：Derwent World Patents Index (DWPI) とは
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 Derwent World Patents Index (DWPI) は、50年以上の歴史があり、
専門家による抄録と注釈、独自のデータ修正等を収録した特許データベースとして、世界中の専門家・企業が利用しています。

Monty Hyamsは、1950年代から特許情報が発明の集約であることを見
抜き、ロンドンの自宅で独自の特許ファミリー構造による特許情報の編集を
始めました。これがのちに世界の特許情報業界に多大な影響を与えることに
なるDWPIの始まりです。

以来、 専門家による抄録と注釈も収録した特許データベースとして、
他を寄せつけない規模で世界の特許文献にアクセスできるデータベースとして
多くの専門家・企業からの信頼を集めています。

Derwent の父、 特許ファミリーの父
Monty Hyams 博士

 61特許発行機関の特許を収録
 全技術分野 対応

①収録範囲

②内容

③構造
④データクリー
ニング

⑤分類・索引

DWPIの特徴

マニュアルによる
データ修正

発明単位で特許をまと
めたDWPIファミリー

独自の出願人コー
ド、技術分類コード

統一言語（英語）で
作成した独自項目



ご参考：Web of Science とは
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膨大な情報の中から質の高い
ものだけを厳選し、網羅的に収録

 1898年以降、13000誌を収録
 クラリベイトは情報プロバイダーとして、出版社に中立な立場で、各出版社の最良の
学術雑誌だけを収録しています。

 学術雑誌収録のためには、厳しい編集方針があり、一貫性のある正確な収録プロセ
スで行っています。

 Web of Scienceは各学術雑誌に掲載されるすべての文献が収録され（Cover 
to Cover）ています。

 また、各論文に適切なドキュメントタイプ（原著論文、レビュー論文、追悼記事等
）がすべての文献に付与されます。

 すべての引用文献を収録し、引用・被引用を調査できます。
 2008年以降の助成金提供機関も収録。
スポンサー/共同研究等を調査することもできます。

 Web of Science は、膨大な情報から質の高いものだけを厳選した文献・引用データベースです。



© 2020 Clarivate. All rights reserved. Republication or redistribution of Clarivate content, including by framing or similar means, is prohibited without the prior 
written consent of Clarivate. Clarivate and its logo, as well as all other trademarks used herein are trademarks of their respective owners and used under license.

サービス全般に関するお問い合わせ
Tel:03-4589-3101
Email: marketing.jp@clarivate.com

〒107-6118 東京都港区赤坂5丁目2番20号
赤坂パークビル18階

カスタマーサービス（ヘルプデスク）
Tel (フリーコール)：0800-170-5577
Tel：03-4589-3107
Email: ts.support.jp@clarivate.com

サービス時間：月ー金（祝祭日を除く）
午前9時30分～午後5時30分

mailto:marketing.jp@clarivate.com
mailto:ts.support.jp@clarivate.com
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